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　大規模山林火災や台風による大雨などの
災害が全国各地で発生しており、被災地で
は衛生保持が課題の一つとなっています。
　村では国の補助制度を活用して「トイレ
カー」を購入配備しました。
　簡易トイレ等に加えて、機動性があるト
イレカーも発災時の備えや景観維持活動・
地域活性化事業などで有効活用します。

会　長　　前田　憲一　　（小山）　　　　　　会　　計　　小山　　登　　（雷）
副会長　　島田　晴示　　（下平田）　　　　　会計監査　　福井　　健　　（大根田）
　〃　　　柳谷　秀隆　　（岡）　　　　　　　　　〃　　　　藤本　善紹　　（島庄）

（敬称略）

大　字 氏　　　名 大　字 氏　　　名
御　園 上　田　剛　義 尾　曽 浦　野　喜　徳
檜　前 友　田　昌　克 冬　野 石　田　順　治
檜前緑ヶ丘 藤　森　富　夫 畑 山　尾　佳　輝
檜前緑台 大　平　謙　治 入　谷 森　本　博　文
檜前いおり野 米　田　朋　起 栢　森 古　川　雅　章
阿部山 田　中　祐　二 稲　渕 山　本　　　浩
大根田 福　井　　　健 阪　田 山　原　伸　彦
栗　原 原　　　　　実 祝　戸 橋　本　晃　伸
上平田 中　谷　善　紀 橘 𠮷　田　宗　玄
中平田 凪　　　晃　生 立　部 杉　本　良　美
下平田 島　田　晴　示 野　口 上　島　誉　富
南平田 門　地　壯　哲 川　原 井　本　喜　典
越 阪　本　　　繁 飛　鳥 吉　田　睦　久
真　弓 川　島　孝　雄 豊　浦 𠮷　田　幸　央
地ノ窪 西　口　誠　紀 雷 小　山　　　登
岡 柳　谷　秀　隆 小　山 前　田　憲　一
島　庄 藤　本　善　紹 奥　山 花　本　純　一
上　居 谷　口　憲　一 八　釣 𠮷　川　磨佐弘
細　川 西　田　修　也 東　山 山　口　文　男
上 福　田　雅　一 小　原 上　田　能　宏

▲村の風景がラッピングされた車両

令和８年　総代会役員が決まりました

トイレカー購入
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南都明日香ふれあいセンター犬養万葉記念館

☎５４－９３００　WEB：http://inukai.nara.jp/

　今年は「斉明天皇と筑紫」と題してＪＲ九州
ホール（福岡県）で開催し、300名の方にご来
場いただきました。
【主催】明日香村・読売新聞社
【共催】�（公財）古都飛鳥保存財団・世界遺産「飛

鳥・藤原」登録推進協議会
【講演１】
　「語り伝えられる斉明天皇」
　　　國學院大學教授　上野　誠　氏
【講演２】
　「斉明天皇と筑紫・飛鳥」
　　　関西大学名誉教授　西本　昌弘　氏
【パネルディスカッション】
　「筑紫と飛鳥」
・パネリスト
　上野氏
　西本氏
　明日香村文化財課長補佐　西光　慎治
・コーディネーター
　読売新聞橿原支局長　関口　和哉　氏

　山や谷を越えた先の野の高みに、今まさに鶯が鳴
いていることだろう ― 。山部赤人によって詠ま
れた一首です。
　鶯は、万葉の時代から現代に至るまで、春を告げ
る鳥として人々に親しまれてきました。千年以上の
時を隔てても、春の訪れに心を寄せる感性は変わら
ないことに、万葉の歌の不思議な力を感じます。約
１３００年前の歌でありながら、ふとした瞬間に「わ
かるなあ」と思える気持ちが見つかるところも、万
葉集の魅力の一つではないでしょうか。時代を越え
て響く “ 共感 ” が、私たちを万葉の世界へとつなげ
てくれているように思います。
　４月１日は、万葉集の魅力を広く伝え続けた犬養
孝先生の誕生日です。今年は生誕１１９年にあたり
ます。来年の生誕１２０年に向けて、犬養万葉記念
館でも、あらためて先生の歩みや万葉の世界に親し
んでいただけるような機会を考えてまいります。

　当館は令和７年１０月１日にリニューアル
オープンし、半年が経過しました。令和８年１
月からは「Cafe de Manyo!」の運営も開始し、
ご来館の皆さまからのご意見を参考に、より親
しみやすい施設づくりに努めております。
　春のひととき、万葉の歌に耳を傾けながら、
記念館へ足をお運びいただければ幸いです。
　記念館の取り組み等は、HP でも随時発信し
ています。二次元コードを読み取り、のぞいて
みてください。

・開館時間　　　　１０時～１７時
・カフェ営業時間　１１時～１６時
・休館日・定休日　月曜日
　　　　　　　　　（祝日の場合は翌火曜日）

あしひきの山谷越えて野づかさに今は鳴くらむ
うぐひすの声� （巻17・3915　山部宿祢赤人）

▲公式 HP

春を告げる声に想う犬養万葉記念館だより

▲古代衣装姿で挨拶する村長

▲意見交換に多くの方々が耳を傾けていました

2/23 第２９回 明日香村まるごと博物館フォーラム

TOPICS・万葉だより
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【ミニ運動会】（６月）
　園児は小学校の体育館に初めて入ったので広さに驚いていました。
　「電車で Go ！」では園児と１年生がペアになり、一緒にフープの中
に入って走ったり、「玉入れ」をしたりして、みんなで楽しい時間を過
ごしました。

【秋のおもちゃランド】（１１月）
　小学校１年生が生活科で秋の自然物を使ったゲームや制作を考え、グループ
ごとに遊びのコーナーを設定しました。園児はグループで各コーナーを周り、
秋遊びを楽しみました。１年生は年下の園児との関わり方を考えながら、園児
は１年生への憧れの気持ちを持ちながら活動できました。

【体験入学】（２月）
　小学校の施設見学や授業の体験をしました。教室以外にも、勉強した
り活動したりする色々な部屋があることを知りました。
　教室では、実際に１年生の机・椅子に座ったり鉛筆の持ち方を教わっ
たりしながら、体験授業を受けました。

　幼小連携とは、幼稚園・保育園・認定こども園と小学校が連携し、幼児期の遊びを中心とした教
育から小学校の教科教育への移行を円滑にする取組です。
　遊びから学習への橋渡し、教職員間の情報共有、幼小の教育内容の理解など、子どもの主体性や
資質・能力を育むことを目的としています。

【主催】（公財）教育美術振興会
【後援】文部科学省ほか
■受賞
【特選】
　年長５歳児　奥村　珀

はく
斗
と

さん
　年中４歳児　森本　千

ち
咲
さき

さん
【入選】
　年長５歳児　窪田　陽

はる
斗
と

さん
【佳作】
　年中４歳児　上田　凛

りん
太
た

朗
ろう

さん

　特選受賞作品は７月１８日（土）～８月２日
（日）に、ＮＨＫ奈良放送局（奈良市）で開催さ
れる『ぼくの絵わたしの絵展』で展示予定です。

　日頃の絵画指導や遊びを通した表現活動、幼
小中一貫教育で取り組んでいる言語力（描く力）
の育成の成果が評価されました。
　今後も様々な経験から感性を高め、表現力を
向上してほしいと願っています。

▲受賞おめでとうございます！

『幼小連携』　明日香幼稚園

明日香幼稚園児　第８５回全国教育美術展　受賞

TOPICS・シリーズ
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　その他、幼小の教員間で教育内容や指導方法などについて共通理解を図り、園での遊びの中で育
まれた力（知識・技能の基礎、思考力・判断力・表現力の基礎、学びに向かう力）を小学校の教育
へ繋いでいます。
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　中国の影響を受けて造営された、一辺約５０m の方墳
です。埋葬施設は巨石を積み上げて造られており、同時
期のものとしては国内最大級の横穴式石室です。外堤の
下層からは６世紀後半の小さな古墳が７基以上見つかっ
ています。石舞台古墳はこれらを破壊して築造されたこ
とから、当時絶大な権力を持っていた人物の墳墓である
と考えられます。
　また、墳丘は中国の皇帝陵の影響を受け
て方墳となった一方で、埋葬施設には横穴
式石室や石棺・周溝など、日本の伝統的な
墓制を踏襲しています。このことは、新た
に伝来した造墓思想と日本の伝統的な葬法
との融合を表しています。

　中国思想の影響を受けて、天皇の絶対的権威を表すために日本独

自に創り出された八角墳です。埋葬施設は、巨大な二上山凝灰岩を

刳
く

り貫
ぬ

いて造った二つの墓室からなる横
よこ

口
ぐち

式
しき

石
せっ

槨
かく

です。４ヵ所に飾

金具が付いていたと考えられる板石を内側の閉塞石とし、その外側

にもう１枚の閉塞石を置いて石室内が閉ざされていました。横口式

石槨は百済の影響を受けていますが、巨石を刳り貫いて墳墓を造っ

た石槨は、東アジアの他の場所では例がない日本独自の形態です。

　発掘調査では、夾
きょう

紵
ちょ

棺
かん

（麻布を漆で

貼り重ねた棺）の破片や七
しっ

宝
ぽう

製
せい

亀
きっ

甲
こう

形
がた

飾
かざり

金
かな

具
ぐ

、ガラス玉、人骨などが出土し

ました。八角墳と夾紵棺の採用は、こ

の古墳が当時の最高権力者の墳墓で

あったことを示しています。

▲石舞台古墳復元イメージ
　（提供：株式会社アスカラボ）

▲石材運搬イメージ
　（提供：株式会社アスカラボ）

▲『西國三十三所
　　　　　名所圖會』

（�北海道大学図書館所蔵 
出典：国書データベース）

▲七宝製亀甲形飾金具
　（提供：奈良文化財研究所）

▲夾紵棺片
　（提供：奈良県立橿原考古学

研究所附属博物館）

▲二つの墓室を持つ横口式石槨

2026年 いざ世界遺産登録へ！
「飛鳥・藤原の宮都」の構成資産を紹介します

●石舞台古墳（いしぶたいこふん）

●牽牛子塚古墳（けんごしづかこふん）

シリーズ
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  ･･･ マコリエ（０～３歳児対象　自由参加）
  ･･･ らっこ教室（登録された０・１歳児対象）
  ･･･ くまさんといっしょくらぶ

（登録された２・３歳児対象） 閉室日：

【問い合わせ】明日香村大字橘２１　明日香村こども家庭センター　☎５４– ５５５０

　明日香幼稚園の認定こども園に向けた
改修工事に伴い、４月～令和９年３月の
間、みらいっ子ルームは閉室します。ご
理解とご協力をよろしくお願いします。
　乳幼児の教室は、健康福祉センターで
開催します。

【カレンダー詳細】

●アミィクラブ…０歳～就園前のお子さまとその保護者を対象に、明日香保育園で開催します。
　　　　　　　　※要予約　☎５４- ４１３８

●２歳６ヶ月児健診…対象の方には個別通知します。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
「親子で
ふれあいあそび」

製作の日
「こいのぼり
　　　　制作」

●２歳６ヶ月児
　健診

●アミィクラブ
　「始まりの会」

20 21 22 23 24 25 26
先生とあそぼう

「お話大好き！
　絵本教室」

27 28 29 30
「親子で
ふれあいあそび」

昭和の日

4月 あすかっこ
子育てカレンダー

毎月１９日は食育の日です。
あすかっこの食育目標は

『朝ごはんをしっかり食べよう』です。
今年度参加希望の方は
お申し込みください。

村のイベントや各教室の詳しい内容は、アプリでご確認
ください。（アプリが新しくなっています。新アプリの
ダウンロードをお願いします。）

今年度参加希望の方は
お申し込みください。

子育て
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村立明日香幼稚園は
幼保連携型認定こども園への
移行を予定しています

 認定こども園とは？ 

今後のスケジュール

●機能：就学前の教育・保育を一体化
　→�幼稚園と保育園の機能が一体になった施設です
●対象：�保育・教育認定（１～３号）子ども
　※保育利用には、保育の必要性の認定が必要です
●教育・保育時間：４～１１時間／日
　※認定区分によって異なります

●機能：幼児教育
●対象：３歳～就学前の
　　　　教育認定（１号）子ども
●教育時間：４時間程度／日

●機能：保育
●対象：０歳～就学前の
　　　　保育認定（２号・３号）子ども
●保育時間：８時間～１１時間／日

明日香幼稚園が認定こども園になることで、これまでの幼稚園の「教育」に
新しく「保育」が加わり、就学前の子どもたちへの総合的な支援体制が整います。

安全で円滑な工事完了に向け、ご理解とご協力をよろしくお願いします。
【問い合わせ】
・健康こども福祉課　☎５４‒５５５０
・教育推進課　　　　☎５４‒３６３７

●改 修 工 事：�園舎を認定こども園の基準に適合させるため、改修工事を実
施します。

　　　　　　　＜期間＞３月下旬～令和９年１月（予定）
　　　　　　　※期間中も、明日香幼稚園は継続します。
●開園説明会：９月頃予定（広報あすかで詳細をお知らせします）
●園 児 募 集：秋頃予定（令和９年度の入園募集）

幼稚園機能 保育所機能

認定こども園

令和９年４月～

子育て
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公民館主催講座申込書

☆公民館主催講座
■陶芸講座
【受講資格】�村内在住・在勤、村で活動する団体の

方、公民館クラブ員の方
【回数】年６回（すべて日曜日）
【日時】�・初回：９時～１０時３０分　６月７日 

・�２回目以降：９時～１１時３０分 
６月２１日、７月５日、７月１９日、 
８月３０日、９月１３日

【講師】脇田　宗孝　先生
【場所】�・初回：中央公民館 

・２回目以降：講師の工房
【教材費】�５，０００円程度 

※金額は多少前後する可能性があります。
【定員】１５名　※先着順
■手話講座
　　喜怒哀楽表現を中心に、村のおもてなしに役立

つ手話を学べます。
　　受講生の皆さまが手話でコミュニケーションを

とれることを目標に進行します。
【受講資格】�村内在住の方、村で活動する中高生以

上の方
【時間】１３時～１４時頃
【日程】基本として第３土曜日
　　　　（月一回程度・変更の可能性あり）

５月１６日、６月２０日、７月１８日、８
月１５日、９月未定、１０月１７日、１１
月２１日、１２月１９日、１月１６日、２
月未定、３月２０日

【講師】上村　文洋　先生
【場所】中央公民館
【費用】無料
【定員】１５名　※先着順

■英会話講座
　やさしい日常会話から言語や文化に対する理解
を深め、実践的なコミュニケーション能力を身に
つけ、英語の楽しさを体感しませんか？

【受講資格】�村内在住・在勤、村で活動する団体の
方、公民館クラブ員の方

【対象】�・初級：英会話未経験者 
・中級：経験者

【回数】�各級、年間１４回程度
　　　　（水曜日の１４時～１５時３０分予定）
　　　　（下記日程には予備日を設けています）
【実施日】�５月２０日、６月３日、６月１７日、７

月１日、９月２日、９月１６日、１０月
２１日、１１月２５日、１２月２日、
１２月１６日、１月２０日、２月３日、
２月１７日、３月３日

【実施日】�５月２７日、６月１０日、６月２４日、
７月８日、９月９日、９月３０日、１０
月２８日、１１月４日、１１月１８日、
１２月９日、１２月２３日、１月２７日、
２月１０日、２月２４日、３月１０日

　※�講師の都合により、日程が変更になる場合があ
ります。

【講師】パケッテ・ルーク・アンドレ　先生
【場所】中央公民館２階　研修室１
【費用】無料
【定員】各級１４名　※先着順
■申し込み
　�　４月２４日（金）までに下記公民館主催講座申込

書に必要事項をご記入いただき、公民館窓口へ持
参してください。

■問い合わせ
明日香村教育委員会事務局　教育推進課

（明日香村大字橘２１）
☎５４‒３６３７

（初級）

（中級）

申込講座名 陶芸講座・手話講座・英会話講座（初級）・英会話講座（中級）
※希望講座に○をお付けください。

住　　　所
〒

電 話 番 号

氏
ふり

　　　名
がな

公民館からのお知らせ 問い合わせ：教育推進課　☎５４ー３６３７

公民館だより
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２０２６（令和８）年度　第５２回　飛鳥史学文学講座ーやまと・あすか・まほろば塾ー

　公民館クラブと村民の皆さまの短歌

☆
短
歌　

・
餅
藁
の
し
め
縄
つ
く
り
香
り
た
ち
二
人
向
き
合
う
力
を
こ
め
て

�

松
本　

義
夫

・
寂
し
き
は
「
今
年
で
終
わ
る
」
年
賀
状
令
和
は
続
く
わ
れ
よ
り
永
く

�

勝
川　

京
子

・
塔
頭
に
枯
山
水
の
大
徳
寺
利
休
の
こ
こ
ろ
砂
を
渡
れ
り

�

井
本　

智
子

・
正
月
の
帰
省
楽
し
よ
三
家
族
積
ま
れ
し
布
団
は
思
い
出
の
宝
庫

�

尾
関　

常
子

・
初
春
に
小
豆
粥
食
ぶ
妙
心
寺
生さ

飯ば

施
し
て
惠
み
を
分
か
つ

�

豊
田　

絹
代

・
霧
の
朝
凍
て
つ
く
空
に
寒
そ
う
に
弓
張
り
月
が
日
の
出
を
待
っ
て
る

�

森
本　

武
志

・
貰
い
風
呂
炭
火
の
炬
燵
な
つ
か
し
き
初
任
の
村
の
思
い
出
数
多

�

脇
本　

雅
子

・
初
春
に
自
信
あ
る
は
ず
カ
ル
タ
取
り
吾
は
三
枚
、
孫
二
十
枚

�

上
中　

幾
代

・
断
捨
離
で
衣
服
を
選
び
し
み
じ
み
と
思
い
を
寄
せ
る
も
割
り
切
り
捨
て
た

�

山
本　

修

・
冬
の
朝
羽
化
の
途
中
で
息
た
え
た
蝶
を
葬
る
い
の
ち
思
い
て

�

森
本　

千
鶴
子

・
「
ふ
さ
手
折
り
」
と
人
麻
呂
詠
み
し
細
川
の
瀬
の
音
を
聞
く
冬
日
あ
び
つ
つ

�

友
田　

昌
子

・
振
り
返
る
暇
い
と
ま
も
な
く
て
去こ

ぞ年
今
年
サ
ン
ト
・
シ
ャ
ペ
ル
の
神
の
光
見
き

�

藤
川　

幹
代

・
初は
つ
は
る春
の
明
日
香
村
内
か
め
バ
ス
で
乗
り
継
ぎ
廻
る
は
吾あ

の
事
始
め

�

田
中　

祥
子

・
金こ
ん
ご
せ

剛
山
が
建
武
の
昔
を
語
り
を
り
隣
る
葛か
つ
ら
ぎ

城
山
を
り
に
う
な
づ
く

�

米
田　

郁
夫

・
老
杉
は
葉
を
寒
む
風
に
散
ら
す
か
な
身
に
余
る
も
の
脱
ぎ
ゆ
く
や
う
に

�

米
田　

靖
子

・
金
柑
の
た
わ
わ
に
実
る
如
月
に
小
鳥
舞
ひ
来
て
つ
ひ
ば
に
け
り

�

森
田　

幸
子

・
如
月
の
立
春
の
候
雪
ふ
り
ぬ
屋
根
庭
木
等と
う

積
も
り
銀
せ
か
い

�

吉
田　

清
子

・
老
い
の
足
合
格
祈
願
に
一
万
歩
絵
馬
を
奉
納
久く
え
び
こ

延
彦
の
神
へ

�

脇
田　

智
子

・
道
の
辺
の
木ぼ

け瓜
に
深
紅
の
花
ひ
と
つ
ス
マ
ホ
に
収
め
君
は
見
て
い
る

�

奥　

ま
さ
み

・
健
康
は
体
温
め
食
命
和
合
第
一
あ
す
か
に
生
き
ぬ

�

森
本　

博
文

・
豪
雪
の
地
域
の
人
ら
毎
日
を
白
い
悪
摩
と
戦
う
つ
ら
さ

�

辰
己　

陽
子

・
春
の
野
辺
世
界
遺
産
に
登
録
の
の
ら
り
く
ら
り
と
檜
隈
寺
跡

�

山
本　

能
世

開 講 日 所　　属 講師（敬称略） 演　　題 場所
第２講 　５月１０日（日） 関西大学文学部教授 乾　善彦 古代人の「ふるさと」飛鳥

中
央
公
民
館

特別講
　６月１４日（日）

関西大学前非常勤講師 今尾　文昭 天武・持統陵の近世、その在地化

第３講 作家　関西大学客員教授 玉岡　かおる 宮都が語る文明のかたち
―飛鳥・藤原京と世界遺産登録の意味―

第４講 　７月１２日（日） 明日香村長
関西大学客員教授 森川　裕一 飛鳥の謎を解き明かす

―世界遺産構成資産候補をながめて―
第５講 　８月３０日（日） 特別講演開催予定

第６講 　９月１３日（日） 関西大学文学部教授 森部　豊 隋唐長安城の都市プラン
―古代日本の都城との比較―

第７講 １０月１１日（日） 関西大学文学部教授 長谷　洋一 飛鳥・白鳳の仏像
―飛鳥大仏から薬師寺薬師三尊像へ―

特別講 １１月　８日（日） 関西大学文学部教授 村元　健一 藤原宮・京造営と東アジア
―都城・宮城はなぜつくられるのか―

第８講 関西大学名誉教授 西本　昌弘 多武峰の両槻宮について

第９講 １２月１３日（日） 関西大学客員教授 徳田　誠志 ｢百舌鳥・古市｣ から ｢飛鳥・藤原｣ へ
― ｢飛鳥・藤原の宮都｣ の世界遺産登録と課題―

第１０講 　１月１７日（日） 関西大学文学部長 村田　右富実 飛鳥の三山、藤原宮の三山
―『万葉集』と大和三山―

第１１講 　２月１４日（日）
天王寺楽所雅亮会理事長

（一社）雅楽協会代表理事
関西大学客員教授

小野　真龍 日本伝統芸能の祖としての聖徳太子
―太子から流れ出た諸芸能―

第１２講 　３月　７日（日） 関西大学文学部教授 黒田　一充 民俗芸能の鬼

☆第１講
【日時】４月１２日（日）１３時～１５時
【場所】中央公民館１階　ホール

　　（〒６３４‒０１４１　明日香村川原９１‒１）
【講師】関西大学文学部教授　井上　主税

【内容】韓国の世界遺産と「飛鳥・藤原の宮都」
※�村内在住の方、関西大学学生、本講座に興味の

ある中高生は受講料無料です。
【問い合わせ】�関西大学教育後援会 

☎０６－６３６８－００５５

公民館だより
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【太子の湯浴場 /運動指導室 営業時間　１０時～２０時（閉館時間）】
《明日香村健康福祉センター　たちばな》明日香村大字立部７４５　☎５４－５３３０

注意：入れ墨・タトゥーのある方、泥酔の方のご入浴は固くお断りいたします
　　　最終受付時間は19時30分です

■次回５月分の定期更新 / 新規受付は
　【４月２６日（日）】からです。
■女性湯限定 入浴剤投入イベントは
　【１２日（日）/２６日（日）】です。

■運動室 / 浴場共有　定期券（１ヶ月間利用券）料金ご案内 

★「かぐのみフラダンス発表会」（観覧無料）★

村民定期券　高齢者　　3,000円　　村外の方は　3,300円
　　　　　　一般大人　5,000円　　　　　　　　5,500円

※高齢者：65歳以上の方　　《金額は税込です》

★定期券のご案内
　月初から月末までの１ヶ月間、運動室と浴場をいつでも
ご利用いただけます。

村民会員数　８２名（会員総数３３０名）１月３１日現在
皆さまのご利用をお待ちしています。

　　【日時】４月７日（火）１１時１５分～正午
　　【場所】健康福祉センター内　池テラス　※雨天時は１階ロビーで開催します。
　　日頃の健康福祉センターの教室で練習されている成果をご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受講生を随時募集しています。）

 明日香村図書室 
【問い合わせ】　☎５４－４４３０
【休　室　日】　月曜日（月曜祝日の場合は翌日休）年末年始
【利 用 時 間】　（平日）９時～１９時　（土日祝）９時～１７時
【住　　　所】　明日香村大字立部７４５（健康福祉センター１階）
※図書の予約・リクエストは図書室のカウンターで随時受付しています。
　（コミックおよび定期購読書籍は購入リクエスト対象外です。）
※「明日香村図書室」と「明日香村電子図書室」の蔵書は異なります。

自宅や外出先、どこでも読める！
一般書・児童書に加え、電子雑誌
の読み放題もあります！
こちらもぜひご利用ください。

ご不明な点は図書室スタッフまでお気軽にお尋ねください。

４月１１日（土）
　１４時～１５時
　申込不要 ・無料
たのしい手遊びも
　　　　あります！

火 水 木 金 土 日 月
1 2 3 4 5 6

大海人の湯 男湯  ／ 讃良の湯 女湯  　 休館
7 8 9 10 11 12 13

大海人の湯 女湯  ／ 讃良の湯 男湯  　 休館
14 15 16 17 18 19 20

大海人の湯 男湯  ／ 讃良の湯 女湯  　 休館
21 22 23 24 25 26 27

大海人の湯 女湯  ／ 讃良の湯 男湯  　 休館
28 29昭和の日 30 5/1 2 3 4

大海人の湯 男湯  ／ 讃良の湯 女湯  　 休館

《讃良の湯》 《大海人の湯》

▲電子図書室

▲図書室蔵書検索

▲昨年の様子

明日香村健康福祉センター たちばな だより
4月 「太子の湯」浴場カレンダーあすかゆったり

たのしいおはなし会電子書籍　毎月更新中！

図書室だより・太子の湯
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集団がん検診・集団特定健診

【健診日と時間】
・健診日
　１日目　５月３１日（日）
　２日目　６月　１日（月）
・時間
　①８時３０分　　②９時　　③９時３０分
　④１０時　　　　⑤１０時３０分
　※各時間の定員は２５名です。
【場所】
　健康福祉センター

【健診の種類】

　村では、健康確認や疾病の早期発見・早期治療に繋げるために、がん検診・特定健診を実施して
います。疾病の早期発見には、定期的な健診が大事です。
　受診方法は個別検診と集団検診の２種類があり、集団検診は村の指定日時に健康福祉センターで
受診できます。

【申込期間】
　４月３日（金）～１０日（金）
※�各枠定員に達し次第、受付終了となり、空き

枠へご案内します。ご了承ください。
【申込方法】
・フォーム（２４時間受付）

・電話・窓口（平日８時３０分～１７時）
【申し込み・問い合わせ】
　健康こども福祉課　☎５４―５５５０

◀申込
　フォーム

①特定健康診査　②後期高齢者健康診査　③若年者健康診査

対象者

①�４０歳＊1～７４歳＊2の明日香村
国保加入者

②�７５歳以上＊2の後期高齢者医療
広域連合加入者

③�３０歳＊3～３９歳の明日香村国
保加入者

＊１ 令和８年度内に４０歳になる方から受診可能です。
＊２ 実施期間内に７４歳の方は特定健診、７５歳の方は後期高齢者健康診査となります。
＊３ 令和８年度内に３０歳になる方から受診可能です。

項目

・問　診
・内科診察
・血圧測定
・身体計測（身長・体重・腹囲・BMI）
・尿検査（尿糖・尿蛋白）
・心電図 
・眼底検査（該当者のみ）

・血液検査
　肝機能（AST（GOT）、ALT（GPT）、γ -GTP）
　脂　質（中性脂肪、HDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ、LDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ）
　血糖値（空腹時または随時血糖、HbA1c）
　腎機能（クレアチニン、eGFR、尿酸）
　貧血検査

料金 ①②５００円 ③無料

胃がん検診 肺がん検診・
結核検診 大腸がん検診 乳がん検診 子宮がん検診 前立腺がん検診

対象者 ４０歳以上の方 ４０歳以上の女性
（２年に１回）

２０歳以上の女性
（２年に１回） ４０歳以上の男性

項目
・問診
・胃透視
　（バリウム）

・問診
・�レントゲン撮

影
・問診
・便潜血検査

・問診
・�マンモグラ

フィ検査

・問診
・視診、内診
・頸部細胞診

・問診
・血液検査

料金 ５００円 ５００円 無料 １，０００円 １，０００円 ４００円

備考
・がんの既往がある方（手術後の方）など、集団検診では受診できない場合があります。
・昨年度、胃がん検診で胃内視鏡検査を受けられた方は、今年度は胃がん検診を受けられません。
・�無料対象者は、非課税世帯または生活保護世帯の方（要申請）および乳がんと子宮がんの無料クーポン対

象者です。

肝炎ウイルス検診
対象者 40歳以上で過去に一度も受けたことがない方

項目 ・問診
・血液検査（Ｂ型肝炎ウイルス検査、Ｃ型肝炎ウイルス検査）

料金 無料

健　康
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Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
母
子
免
疫

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

【
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
は
】

　
急
性
の
呼
吸
器
感
染
症
で
、
乳
幼
児

に
多
い
感
染
症
で
す
。

　
妊
娠
中
の
方
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
と
、
母
体
内
で
感
染
を
阻
止
す
る
抗

体
を
産
生
し
ま
す
。
抗
体
が
胎
盤
を
通

じ
て
胎
児
へ
移
行
す
る
こ
と
で
、
出
生

後
の
赤
ち
ゃ
ん
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
原
因
と
す
る
下
気
道
疾
患
を
予
防

し
ま
す
。

【
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
】

　

４
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

【
対
象
者
お
よ
び
接
種
期
間
】

　
妊
娠
28
週
～
36
週
の
方

※
対
象
者
に
は
個
別
案
内
し
ま
す
。

【
自
己
負
担
金
】

　
無
料

【
接
種
場
所
】

　
委
託
医
療
機
関

【
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
こ
ど
も
福
祉
課

　
☎
５
４
‒
５
５
５
０

認
知
症
予
防
教
室

　
今
月
の
教
室
は
「
一
人
よ
り
、
み
ん

な
で
始
め
よ
う
！
～
顔
な
じ
み
を
増
や

し
て
心
と
脳
を
元
気
に
す
る
認
知
症
予

防
～
」で
す
。
認
知
症
を
正
し
く
学
び
、

実
践
を
交
え
な
が
ら
、
日
常
生
活
で
行

え
る
予
防
法
を
参
加
者
同
士
で
話
し
合

い
ま
し
ょ
う
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

【
日
時
】

　

４
月
22
日（
水
）
14
時
～
15
時

【
申
込
期
間
】

　

４
月
13
日（
月
）～
17
日（
金
）

【
定
員
】

　
30
名
程
度

【
参
加
費
】

　
無
料

【
場
所
】

　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
会
議
室
１
・
２

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
こ
ど
も
福
祉
課

　
明
日
香
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
５
４
‒
５
５
５
０

個
別
健
康
相
談

　
健
診
結
果
や
、
日
頃
の
運
動
・
食
事

な
ど
の
生
活
習
慣
で
気
に
な
る
こ
と
を

相
談
で
き
ま
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、

電
話
等
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

４
月
13
日（
月
）・
24
日（
金
）

※
要
予
約

・
一
人
（
一
組
）
30
～
40
分
程
度

・
９
時
30
分
～
15
時
30
分
最
終
予
約

【
内
容
】

　
専
門
職
（
管
理
栄
養
士
・
健
康
運
動

指
導
士
等
）
に
よ
る
指
導
・
相
談

　
個
別
に
生
活
習
慣
の
改
善
方
法
を
ご

提
案
し
ま
す
。

【
場
所
】

　
役
場
相
談
室

【
利
用
料
金
】

　
無
料

【
注
意
事
項
】

　
訪
問
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
こ
ど
も
福
祉
課

　
☎
５
４
‒
５
５
５
０

　
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方
対
象
の

「
た
ち
ば
な
元
気
体
操
」
の
令
和
８
年

度
募
集
は
、
広
報
あ
す
か
５
月
号
で
お

知
ら
せ
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
こ
ど
も
福
祉
課

　
明
日
香
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
５
４
‒
５
５
５
０

春
の
甘
樫
丘
展
望
台

（
令
和
６
年
４
月
撮
影
）

「
春
の
う
ら
ら
か
な
天
気
の
下
、
桜
と

見
晴
ら
し
の
良
い
景
色
を
見
に
訪
れ
た

方
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。」

広
報
あ
す
か
表
紙
写
真
を
募
集
し
て
い

ま
す
！

た
ち
ば
な
元
気
体
操

表
紙
の
写
真

▲詳細はこちら

健　康

12広報あすか

健　
　

康



福祉タクシー利用料助成

買
い
物
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　
ス
ー
パ
ー
等
へ
の
お
出
か
け
に
不
安

が
あ
る
方
を
対
象
に
、
あ
す
か
デ
マ
ン

ド
乗
合
交
通
の
利
用
や
、
自
宅
か
ら
停

留
所
ま
で
の
往
復
、
店
内
で
の
移
動
等

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
買
い
物
へ
で
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
者
】

　
70
歳
以
上
ま
た
は
障
が
い
者
の
方

【
内
容
】

・
あ
す
か
デ
マ
ン
ド
乗
合
交
通
の
予
約

・
自
宅
か
ら
停
留
所
ま
で
の
付
き
添
い

・
買
い
物
中
の
見
守
り

・
自
宅
へ
の
商
品
の
運
搬
補
助

・
そ
の
他
、
相
談
に
よ
り
対
応

【
行
き
先
・
日
程
】

●
ス
ー
パ
ー
エ
バ
グ
リ
ー
ン
飛
鳥
店

　

４
月
９
日（
木
）・
23
日（
木
）

●
キ
リ
ン
堂
高
取
店

　

４
月
16
日（
木
）

※
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
買
い
物
時
間
は
１
時
間
程
度

【
利
用
料
】
５
０
０
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
５
４
‒
２
７
４
０

　障がいをお持ちの方や運転免許証を自主返納
された方に対し、初乗り運賃（基本料金）に相
当するタクシー利用券を交付します。利用券は、
申請受付後、後日郵送にてお送りします。
【対象者】
　村に住民票を有し、かつ居住されている方で、
次のいずれかに該当する方（施設入居者を除く）
①身体障害者手帳１級・２級をお持ちの方
②療育手帳（A）をお持ちの方
③�精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちの

方
④�運転免許証を自主返納された方（運転経歴証

明証等により返納を証明できる方で、過去に
この制度を申請されていない方に限る）

【申し込み】
・場所
　健康こども福祉課（役場１階）
・持参物
　対象者①～③　各種手帳
　対象者④　　　運転経歴証明証等
※�代理で申請される場合は印鑑をご持参くださ

い。
【助成内容】
・助成額
　初乗り料金（基本料金）の助成
・利用券
　２４枚　
※１回の乗車につき１枚しか使用できません。
【問い合わせ】
　健康こども福祉課
　☎５４‒５５５０

お知らせ
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学
生
納
付
特
例
制
度

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば

学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
本
人
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

・�

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大

学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で

あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等

・�

本
人
の
前
年
所
得
が
左
記
計
算
式
で

計
算
し
た
金
額
以
下
の
方

　
〈
１
２
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
の
数

×
38
万
円
〉

　
承
認
期
間
は
４
月
～
翌
年
３
月
で
す

が
、
承
認
を
受
け
た
次
年
度
も
在
学
予

定
で
あ
る
場
合
は
、
４
月
初
め
に
再
申

請
の
用
紙
が
届
き
ま
す
。
引
き
続
き
学

生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
を
ご
希
望
の

場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
ご

返
送
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
桜
井
年
金
事
務
所

　
☎
４
２
‒
０
０
３
３

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の

減
免
申
請
は
お
早
め
に
！

　

減
免
制
度
に
は
次
の
３
種
類
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
申
請
が
必
要
で
す
。
納
税
通

知
書
が
届
い
て
か
ら
４
月
30
日（
木
）ま

で
に
申
請
書
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
減
免
不
可
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①�

身
体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
・

精
神
障
が
い
者
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
な
ど

　

下
表
の
要
件
を
全
て
満
た
す
場
合
、

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

障
が
い
者
１
人
に
つ
き
１
台
の
み

で
、
自
動
車
税
種
別
割
（
普
通
自
動

車
な
ど
）
の
減
免
と
二
重
に
申
請
は

で
き
ま
せ
ん
。

②�

専
ら
身
体
障
が
い
者
な
ど
が
利
用
す

る
た
め
の
構
造
で
あ
る
軽
自
動
車
な

ど
　

車
い
す
移
動
車
な
ど
が
対
象
で
す
。

た
だ
し
、
区
分
が
営
業
用
（
ま
た
は
事

業
用
）
の
も
の
は
除
き
ま
す
。

③�

公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
軽
自

動
車
な
ど

　
身
体
障
が
い
者
等
ま
た
は
老
人
の
た

め
に
一
定
の
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
方

が
所
有
し
て
、
身
体
障
が
い
者
等
ま
た

は
老
人
の
た
め
に
専
ら
使
用
す
る
軽
自

動
車
な
ど
が
対
象
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
く
ら
し
窓
口
課

　
☎
５
４
‒
２
２
８
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張

申
請（
自
宅
訪
問
）サ
ー
ビ
ス

　
ご
高
齢
の
方
や
、
身
体
が
不
自
由
な

方
、
子
育
て
中
の
方
な
ど
、
来
庁
が
難

し
い
方
に
向
け
、
ご
自
宅
へ
の
出
張
申

請
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
で
き

あ
が
っ
た
カ
ー
ド
は
郵
送
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
く
ら
し
窓
口
課

　
☎
５
４
‒
２
２
８
２

▲詳しくはこちら

「
書
か
な
く
て
い
い
窓
口
」

は
じ
め
ま
し
た

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
本
人
確
認

書
類
と
し
て
提
示
い
た
だ
く
と
、
窓
口

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
情
報
を
読

み
取
っ
て
各
種
申
請
書
類
等
を
作
成
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
手
続
き
等
が
と
て
も
楽
に
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
く
ら
し
窓
口
課　

　
☎
５
４
‒
２
２
８
２

所 有 者
所有者（納税義務者）が障がい者本人である場合
ただし、１８歳未満の方・知的障がい者・精神障がい者については、生計同
一者の所有でも減免可能です。

運 転 者 本人・生計同一者・日常的介護者（障がい者のみで構成される世帯の場合のみ）

目 的 障がい者本人以外が運転する場合、専ら障がい者の通学・通院・生業のため
に運転する場合

障がいの
程 度

一定の要件に当てはまる場合
運転者の区分（本人、生計同一者・日常的介護者）や障がいの部分・程度によっ
て要件が異なります。要件の一覧表は役場の窓口にあります。

必要書類
申請書・納税通知書・身体障害者等手帳・印鑑・自動車検査証（コピー可）・
運転者の運転免許証（コピー可）・生計同一証明書（該当者のみ）・常時介護
証明書（該当者のみ）

減免制度①の対象の要件

お知らせ
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村の補助金等の手続きが変わります

空き家の相談受付中

赤かめ周遊バス・あすかデマンド乗合交通の運賃補助

　令和８年度から、各種補助金等のル－ル見直しにともない、手続き方法や申請書類が一部変更さ
れます。詳しくは、各担当課へお問い合わせください。

主な補助事業

【総合政策課】☎５４‒９０１８
・建築物等修景補助事業（デザイン助成）
・明日香村空き家等活用バンク事業
【明日香産業課】☎５４‒９０２０
・明日香村古民家等再生基盤整備事業

　物価高騰による影響の軽減と外出支援を目的として、高齢者・障がい者を対象に赤かめ周遊バス
とあすかデマンド乗合交通の運賃補助を実施します。

　「実家が空き家になっている」「将来、家を相
続するかもしれない」など、活用や管理につい
てお困りごとはありませんか。
　近年、村には移住希望者からの住まいに関す
る問い合わせが多く寄せられています。空き家
は、地域で暮らしたいと考える人にとって、住
まいの選択肢の一つです。
　「まだどうするか決めていない」「まずは話だ
け聞きたい」という場合も、お気軽にお問い合
わせください。

【日時】毎週月・火・水　９時～１７時
【場所】総合政策課（役場２階）
【対象者】
・空き家を所有している方
・今後、空き家を相続する可能性がある方
【内容】
・空き家の活用方法（売買・賃貸）
・空き家バンク制度の紹介・実績
・管理・活用に必要な費用のイメージ　など
【費用】無料
【問い合わせ】総合政策課　☎５４‒９０１８

【利用方法】
・�赤かめ周遊バス：運賃支払時に高齢者・障が

い者優待乗車利用券を使用してください。
　�既に優待乗車利用券をお持ちの方はそのまま

使用できます。
・�あすかデマンド乗合交通：乗車時に利用者登

録者証を提示してください。
※�優待乗車利用券およびあすかデマンド乗合交

通利用者登録者証をお持ちでない方は、総合
政策課でお申し込みのうえ取得してください。

【実施時期】５月～（予定）
【問い合わせ】総合政策課　☎５４‒９０１８

【対象者】
　７０歳以上の高齢者および障がい者の方
【補助】
・赤かめ周遊バス
　村 内 移 動：１００円　➡　無料
・あすかデマンド乗合交通
　村 内 移 動：１００円　➡　無料
　橿原市方面：４００円　➡　２００円
　　　大和橿原病院、橿原神宮前駅東口、
　　　イズミヤ橿原神宮前店（カナート）

お知らせ
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狂犬病予防集合注射

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
で

地
震
後
の
火
災
を
防
ぐ

　

大
き
な
地
震
が
起
き
た
あ
と
、「
通

電
火
災
」
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
地
震
で
倒
れ
た
電
気
ス

ト
ー
ブ
や
傷
ん
だ
電
気
配
線
に
、
停
電

後
再
び
電
気
が
流
れ
る
こ
と
で
起
こ
り

ま
す
。

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
強
い
揺
れ
を

感
じ
る
と
自
動
的
に
電
気
を
止
め
る
こ

と
で
、
地
震
後
の
火
災
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
装
置
で
す
。
分
電
盤
に
取
り
付

け
る
も
の
や
、
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込

む
だ
け
の
簡
単
な
タ
イ
プ
も
あ
り
、
住

宅
の
状
況
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。ご
家
族
の
安
全
を
守
る
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
あ
わ
せ
て
、
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
高
市
消
防
署　
予
防
課　
予
防
係

　
☎
５
２
‒
４
４
９
９

　生後９１日以上の犬には、法律で狂犬病予防注射が義務づけられていますので、最寄りの実施場
所で接種してください。
【対象】
　犬の登録（鑑札交付またはマイクロチップ情報登録）をしているご家庭に役場から案内を送付し
ます。当日は案内を必ず持参してください。
※集合注射は他市町村では受けることできません。
※集合注射を受けない場合は、案内を持参のうえ最寄りの動物病院で接種してください。
【料金】
　集合注射料金　３，４００円
　（内訳：注射手数料　２，８５０円、注射済票交付手数料　５５０円）
【日時・場所】

■狂犬病予防法の特例制度
　村は狂犬病予防法の特例制度に参加しています。環境省の「マイクロチップ情報登録」に登録し
ている犬は、マイクロチップが犬の鑑札と見なされるため、役場窓口での登録手続が不要になりま
す。
■犬の登録
　生後９１日以上でマイクロチップを装着していない犬を飼う際は、登録・鑑札の交付を受けてく
ださい。登録料は３，０００円です。
　他市町村から転入した場合は、明日香村の鑑札と交換します（手数料不要）。
　飼い主や飼い主の住所を変更された時は、速やかにご連絡ください。
■犬の死亡届
　登録犬がすでに亡くなっている場合は、死亡手続のうえ、鑑札と注射済票を返却してください。
【問い合わせ】くらし窓口課　☎５４‒２２８２

実施日 開始 ～ 終了 場　　　　所

４月１４日（火）

１０：００ ～ １０：２０ 細川集会所前
１０：４０ ～ １１：００ 稲渕集会所前
１１：２０ ～ １２：００ 中央公民館前
１３：００ ～ １３：２０ 豊浦吉田駐車場（甘樫丘駐車場）
１３：４０ ～ １４：２０ 消防防災施設（岡地区）

４月１５日（水）
　９：３０ ～ １０：００ 消防防災施設（旧飛鳥公民館）
１０：２０ ～ １０：５０ 下平田集会所前
１１：１０ ～ １１：５０ 中央公民館別館前（旧阪合幼稚園）
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４
月
の
し
尿
く
み
取
り

　
原
則
と
し
て
月
１
回
（
一
部
２
ヶ
月

に
１
回
）
行
っ
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

　

４
月
２
日（
木
）・
３
日（
金
）

　
午
前
中

※�

時
間
指
定
不
可
・
く
み
取
り
と
集
金

は
別
日
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
新
晃
株
式
会
社

　
☎
２
２
‒
５
２
５
８

節
水
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　
県
内
で
は
例
年
と
比
較
し
て
降
雨
量

が
少
な
く
、
ダ
ム
の
貯
水
率
が
低
下
す

る
な
ど
渇
水
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
節
水
の
取
り
組
み
例
】

・�

食
器
洗
い
や
歯
磨
き
の
と
き
、
水
を

た
め
て
使
う

・�

ト
イ
レ
の
大
小
レ
バ
ー
を
使
い
分
け

る
・�

節
水
ア
ダ
プ
タ
ー
や
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ

ド
を
使
う

「
持
続
可
能
な
観
光
」

満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

村
は
環
境
面
、
経
済
面
、
社
会
的
・

文
化
的
な
観
点
で
「
持
続
可
能
な
観
光

地
」
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
観
光
客
の

受
け
入
れ
の
み
な
ら
ず
、
住
民
生
活
の

質
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
関
係
者
に
よ
る
取
組
の
指
標
と
す
る

た
め
、
村
民
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
持

続
可
能
な
観
光
に
つ
い
て
の
満
足
度
を

伺
っ
て
い
ま
す
。

　

設
問
は
１
つ
だ
け
の
簡
単
な
ア
ン

ケ
ー
ト
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
回
答
期
間
】

　

４
月
10
日（
金
）ま
で

【
回
答
方
法
】

　
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

▲回答
　フォーム

【
問
い
合
わ
せ
】

　
（
一
社
）
飛
鳥
観
光
協
会

　
☎
５
４
‒
３
２
４
０

消
費
生
活
相
談
か
ら

《
事
例
》

利
用
明
細
は
必
ず
確
認
！

意
図
せ
ぬ
リ
ボ
払
い
に
注
意

　
数
年
前
に
商
業
施
設
で
勧
誘
さ
れ

て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
っ
た
。

利
用
明
細
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
確
認
す

る
が
、
ス
マ
ホ
が
苦
手
で
見
て
い
な

か
っ
た
。

　
最
近
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
っ

て
い
な
い
の
に
毎
月
一
定
額
の
引
き

落
と
し
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　
カ
ー
ド
会
社
に
聞
く
と
「
申
込
時

か
ら
リ
ボ
払
い
に
な
っ
て
お
り
、
残

債
が
18
万
円
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
。

リ
ボ
払
い
に
し
た
覚
え
は
な
く
、
手

数
料
を
支
払
い
た
く
な
い
。

�

（
60
歳
代
）

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

●�
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い（
リ
ボ
払
い
）

は
、
利
用
金
額
や
回
数
に
関
わ
ら

ず
、
事
前
に
設
定
し
た
一
定
金
額

を
毎
月
支
払
う
方
法
で
す
。
月
々

の
支
払
額
を
一
定
に
抑
え
ら
れ
ま

す
が
、
支
払
い
が
長
期
化
し
手
数

料
が
か
さ
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●�

リ
ボ
専
用
カ
ー
ド
や
自
動
リ
ボ
設

定
の
カ
ー
ド
は
、
買
い
物
時
に

「
一
括
払
い
」
と
告
げ
て
も
自
動

リ
ボ
払
い
に
な
り
ま
す
。
カ
ー
ド

申
込
時
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●�

利
用
明
細
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

毎
月
の
支
払
残
高
や
支
払
額
（
手

数
料
）
が
分
か
る
た
め
、
意
図
し

な
い
リ
ボ
払
い
に
早
く
気
づ
け
ま

す
。
不
明
点
は
す
ぐ
に
カ
ー
ド
会

社
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

■
消
費
生
活
相
談

【
問
い
合
わ
せ
】

　
明
日
香
村
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
☎
５
４
‒
２
２
８
２

※�

く
ら
し
窓
口
課
直
通
で
す
。
相
談
の

方
は
「
消
費
生
活
相
談
希
望
」
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
時
】

　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
13
時
～
16
時

※�

４
月
か
ら
水
曜
日
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

【
場
所
】

　
役
場　
相
談
室
中

※
お
急
ぎ
の
方
は
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
へ

　
（
奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
）

　
☎
１
８
８

お知らせ
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第
38
回
人
権
を
確
か
め
あ
う
日

高
市
郡
記
念
集
会

　
毎
月
11
日
を
「
人
権
を
確
か
め
あ
う

日
」
と
し
、
人
権
侵
害
と
部
落
差
別
な

ど
一
切
の
差
別
を
な
く
す
村
民
の
輪
を

広
げ
、
意
識
の
高
揚
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
38
年
目
を
迎
え
る

「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」
の
一
層
の

定
着
を
願
っ
て
、
記
念
集
会
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
日
時
】

　

４
月
11
日（
土
）
13
時
30
分
～

【
場
所
】

　
高
取
町
リ
ベ
ル
テ
ホ
ー
ル

　
大
ホ
ー
ル

【
記
念
講
演
】

　
い
の
ち
か
ら
い
の
ち
へ
～
生
か
さ
れ

て
い
る
と
気
づ
い
た
日
～

【
講
師
】

　
い
の
ち
の
講
演
家

　
岩
崎　
順
子　
氏

飛
鳥
資
料
館
ミ
ニ
展
示

明
日
香
村
「
古
都
」
指
定
60
周
年
記
念

「
古
都
の
自
意
識
―
近
世
飛
鳥
の
農
民

と
遺
跡
―
」

　
い
ま
か
ら
60
年
前
、
明
日
香
村
は
い

わ
ゆ
る
「
古
都
保
存
法
」
に
基
づ
き
、

「
古
都
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
遺
跡
と
景
観
の
保
護
が
進
め
ら
れ

た
こ
と
は
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
前
提
に
は
、
飛
鳥
が
日
本
の

古
都
で
あ
る
、
と
い
う
共
通
認
識
が
必

要
で
し
た
。
こ
の
「
古
都
の
自
意
識
」

が
地
域
の
住
民
に
ま
で
広
ま
っ
た
の
は
、

実
は
江
戸
時
代
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
江
戸
時
代
に
飛

鳥
の
農
民
を
束
ね
た
大
庄
屋
・
井
村
家

の
資
料
か
ら
、
当
時
の
人
々
と
遺
跡
の

関
わ
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
会
期
】

　

４
月
14
日（
火
）～
５
月
24
日（
日
）

【
休
館
日
】

　
月
曜
日

※
５
月
４
日（
月
・
祝
）
開
館

※
５
月
７
日（
木
）
休
館

【
問
い
合
わ
せ
】

　
飛
鳥
資
料
館

　
☎
５
４
‒
３
５
６
１

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
展
覧
会
〉

■
特
別
展｢

隙
あ
ら
ば
猫　
町
田
尚
子

絵
本
原
画
展｣

【
会
期
】

　
５
月
６
日（
水
・
振
休
）ま
で

【
観
覧
料
】

　
一
般
１
，
０
０
０
円
、
高
校
・
大
学

生
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生　
無
料

※�

国
内
の
高
校
生
お
よ
び
18
歳
未
満
は

無
料
。
そ
の
他
割
引
等
、
詳
し
く
は

当
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
関
連
イ
ベ
ン
ト
〉

●�

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
申
込
不
要
・

要
観
覧
券
）

【
日
時
】

　

４
月
29
日（
水
・
祝
）
14
時
～

【
講
師
】

　
当
館
学
芸
員

●�
隙
あ
ら
ば
ウ
チ
の
猫こ

！
我
が
家
の
猫

自
慢

　
募
集
し
た
自
慢
の
猫
ち
ゃ
ん
の
写
真

を
掲
示
し
ま
す
。

【
場
所
】

　
当
館
１
階　
ホ
ワ
イ
エ

【
期
間
】
本
展
会
期
中

〈
講
座
〉

■
万
葉
集
を
よ
む
（
無
料
）

　
「
雑ぞ

う
歌か

１
（
巻
９
・
１
６
６
４
～

１
６
８
１
番
歌
）｣

【
日
時
】

　

４
月
22
日（
水
）
14
時
～
15
時
30
分

【
講
師
】

　
井
上
さ
や
か
（
当
館
企
画
・
研
究
係
長
）

【
定
員
】

　

１
５
０
名
（
予
定
）

　
会
場
参
加　
申
込
不
要

　
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信　
申
込
不
要

　
（
翌
日
か
ら
一
週
間
視
聴
可
）

〈
イ
ベ
ン
ト
〉

　

｢

に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
万
葉 

春｣

　
４
月
25
日（
土
）～
６
月
７
日（
日
）

　
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

　
☎
５
４
‒
１
８
５
０

【
休
館
日
】

　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

【
開
館
時
間
】

　
10
時
～
17
時
30
分（
最
終
入
館
17
時
）

▲詳細は
　こちら

▲万葉文化館
ＨＰ
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石
舞
台
古
墳

春
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
桜
の
開
花
に
あ
わ
せ
た
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
行
い
ま
す
。

　
村
内
在
住
の
方
は
、
無
料
で
入
場
い

た
だ
け
ま
す
。

【
開
催
期
間
】

　

３
月
28
日（
土
）～
４
月
５
日（
日
）

【
時
間
】

　
点
灯
18
時
～
消
灯
21
時

　
（
最
終
入
場
20
時
30
分
）

【
入
場
料
】

　
一
般　
５
０
０
円
、
高
校
生
ま
で

２
０
０
円
、
未
就
学
児
童　
無
料

※
村
民
は
無
料

※
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止

【
問
い
合
わ
せ
】

　
（
一
社
）
飛
鳥
観
光
協
会

　
☎
５
４
‒
３
２
４
０

盟
神
探
湯
神
事

【
盟く

が

た

ち

神
探
湯
神
事
と
は
】

　
煮
え
た
ぎ
っ
た
湯
釜
に
手
を
入
れ
て

真
偽
を
裁
決
し
た
と
い
う
古
代
の
裁
判

方
法
で
す
。

　
現
代
は
、
笹
の
葉
を
か
け
て
無
病
息

災
を
願
う
神
事
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
劇
団
「
時
空
」
に
よ
る
解

説
劇
も
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

４
月
５
日（
日
）
14
時
～

【
場
所
】

　
甘
樫
坐
神
社
（
大
字
豊
浦
）

※
小
雨
決
行

【
問
い
合
わ
せ
】

　
文
化
財
課

　
☎
５
４
‒
５
６
０
０

海
外
留
学
奨
励
支
援
金

　
豊
か
な
国
際
感
覚
を
持
っ
て
社
会
で

活
躍
す
る
村
の
若
者
た
ち
が
育
ち
、
ふ

る
さ
と
明
日
香
を
も
う
一
度
見
つ
め
直

す
機
会
の
創
出
を
目
的
と
し
、
奨
励
金

を
支
給
し
ま
す
。

【
留
学
先
】

　
外
国
の
高
等
学
校
や
大
学
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
学
校
（
そ
の
国
ま
た
は
地

域
に
お
い
て
正
規
の
高
等
学
校
ま
た
は

大
学
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の
）

【
支
援
金
額
】

　

１
人
に
つ
き
10
万
円

※�

高
校
生
等
で
留
学
期
間
が
１
ヶ
月
以

上
３
ヶ
月
未
満
の
方
は
、
１
人
に
つ

き
５
万
円

【
応
募
資
格
】

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①�

令
和
８
年
４
月
～
令
和
９
年
３
月
に

海
外
に
留
学
す
る
方

②�
申
請
日
現
在
、
村
に
住
所
を
有
す
る

方
で
、
国
内
の
高
等
学
校
・
専
修
学

校
（
専
門
学
校
）・
高
等
専
門
学
校
・

短
期
大
学
・
大
学
・
大
学
院
の
い
ず

れ
か
に
在
籍
中
の
方
、
も
し
く
は
、

海
外
の
高
校
・
大
学
に
進
学
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
方

③�

保
護
者
の
同
意
お
よ
び
在
籍
校
の
校

長
等
の
推
薦
、
も
し
く
は
留
学
先
の

学
校
の
合
格
通
知
を
受
け
て
い
る
方

④�

申
請
日
の
属
す
る
年
度
内
に
海
外
の

高
等
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
・
大

学
院
へ
の
留
学
が
内
定
し
て
い
る
方

⑤�

留
学
期
間
が
明
日
香
村
教
育
委
員
会

の
定
め
た
期
間
内
で
、
か
つ
３
ヶ
月

以
上
で
あ
る
者
、
も
し
く
は
、
高
校

生
等
で
１
ヶ
月
以
上
３
ヶ
月
未
満
の

方
⑥�

学
業
成
績
が
優
秀
で
、
海
外
に
興
味

を
持
ち
、
海
外
に
挑
も
う
と
す
る
意

欲
が
あ
る
方

⑦�

過
去
に
奨
励
支
援
金
の
支
給
を
受
け

て
い
な
い
方

⑧�

申
請
日
現
在
か
ら
過
去
１
年
以
上
村

に
住
所
を
有
す
る
方

【
審
査
】

　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

【
受
付
期
間
】

　

４
月
１
日（
水
）～
令
和
９
年
３
月

31
日（
水
）（
土
・
日
・
祝
を
除
く
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
教
育
推
進
課

　
「
海
外
留
学
奨
励
支
援
金
」
担
当

　
☎
５
４
‒
３
６
３
７

▲�美しい夜桜と古墳を
ぜひご覧ください

▲昨年の様子

お知らせ・募集
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

社
会
貢
献
し
ま
せ
ん
か

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者

が
培
っ
て
き
た
能
力
や
知
識
を
社
会
貢

献
の
た
め
発
揮
で
き
る
場
で
す
。
現
在

約
40
名
の
会
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

※�

地
域
の
高
齢
者
が
自
ら
設
置
・
運
営

を
行
う
自
主
活
動
団
体
で
す
。

【
対
象
者
】

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
運
営
の
主

旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方

【
年
会
費
】

　

１
，
２
０
０
円

【
報
酬（
配
分
金
）等
】

　
活
動（
労
働
）に
応
じ
て
定
期
に
支
給

【
活
動
時
間
】

　
午
前
中
の
み

【
作
業
例
】

　
草
刈
り
、
庭
木
の
剪
定
、
清
掃
、
家

屋
の
片
付
け
、
家
事
支
援　
等

※�

怪
我
は
、
シ
ル
バ
ー
保
険
等
で
対
応

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

　
明
日
香
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
（
中
央
公
民
館
内
）

　
☎
５
４
‒
５
５
７
０

　
（
明
日
香
村
大
字
川
原
91
　
‒
１
）

（
一
財
）明
日
香
村
地
域
振
興

公
社
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員

【
職
務
内
容
・
募
集
人
数
】

①
景
観
管
理
業
務
（
４
名
程
度
）

　
史
跡
地
等
の
草
刈
や
花
修
景
作
業

②
村
内
施
設
清
掃
業
務
（
２
名
程
度
）

　
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園
等
の
清
掃
作
業

③
農
作
業
業
務
（
２
名
程
度
）

　
村
内
農
地
に
お
け
る
農
業
一
連
作
業

④
明
日
香
の
夢
市
茶
屋
（
３
名
程
度
）

　
調
理
・
配
膳
や
商
品
の
荷
受
け
作
業

【
応
募
資
格
】

　

４
月
１
日（
水
）現
在
で
満
70
歳
未
満

の
方

【
勤
務
日
・
勤
務
時
間
】

・
原
則
８
時
30
分
～
17
時
15
分

・�

週
３
日
程
度
（
シ
フ
ト
制
、
土
・
日
・

祝
の
勤
務
あ
り
）

※
勤
務
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
賃
金
】

　
公
社
の
定
め
に
よ
る

【
雇
用
開
始
予
定
日
】

　

４
月
１
日（
水
）～
随
時

【
応
募
期
間
】

　

４
月
１
日（
水
）～
随
時

　

９
時
～
17
時

　
（
土
・
日
・
祝
も
受
付
可
）

【
応
募
方
法
】

　
履
歴
書
（
提
出
前
３
ヶ
月
以
内
に
撮

影
し
た
写
真
貼
付
）
を
左
記
ま
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
（
一
財
）
明
日
香
村
地
域
振
興
公
社

　
（
ア
グ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
飛
鳥
内
）

　
☎
５
４
‒
９
２
０
０

　
（
明
日
香
村
大
字
真
弓
１
０
４
２
）

会
計
年
度
任
用
職
員（
明
日
香
村

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
作
業
員
）

【
職
務
内
容
】

　
ご
み
収
集
作
業
・
ご
み
収
集
車
運
転
・

資
源
物
の
中
間
処
理
（
分
別
）
作
業

【
募
集
人
数
】

　

１
名

【
応
募
資
格
】

・�

準
中
型
自
動
車
運
転
免
許
（
５
ｔ
限

定
は
不
可
）
以
上
を
有
し
て
い
る
方

・�
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項

に
該
当
し
な
い
方

【
勤
務
場
所
】

　
明
日
香
村
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

【
勤
務
日
・
勤
務
時
間
】

・
７
時
45
分
～
16
時
30
分

・
週
４
日
程
度
（
シ
フ
ト
制
）

【
給
料
・
手
当
等
】

　
村
の
定
め
る
基
準
に
よ
る

【
勤
務
期
間
】

　
５
月
１
日（
金
）～
令
和
９
年
３
月
31

日（
水
）

※�

勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
に
限
り
、

再
度
任
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

　

４
月
６
日（
月
）～
10
日（
金
）

　

９
時
～
17
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

【
応
募
方
法
】

　
履
歴
書
（
提
出
前
３
ヶ
月
以
内
に
撮

影
し
た
写
真
貼
付
）、
資
格
・
免
許
等

を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
く
ら
し
窓

口
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

・
書
類
審
査

・
面
接
試
験
（
面
接
日
は
後
日
連
絡
）

※�

提
出
書
類
の
記
載
内
容
や
口
述
内
容

等
に
虚
偽
や
不
正
が
あ
る
場
合
や
採

用
後
に
不
正
等
が
発
覚
し
た
場
合
に

は
、
採
用
を
取
り
消
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
く
ら
し
窓
口
課

　
☎
５
４
‒
２
２
８
２

募　集
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ノルディック・ウォーク教室

バドミントン　フリー教室

　２本のポールを持って歩くノルディック・ウォーク。ポールを持って歩くことによって、
膝や腰への負担が軽減されます。お花見をしながらウォーキングを楽しみましょう。初
めての方もぜひ、ご参加ください。

４月１３日（月）　９時～１１時頃　　お花見ウォーク！
【集合・解散】　中央公民館
【参 加 費】　会員：無料　　非会員：村内３００円　村外５００円（保険料含む）
【申し込み】　当日参加もＯＫです。　　　※レンタルポール（１００円）あります。
【服装・持ち物】　歩きやすい服装・靴・飲み物・鞄（両手が空くようなリュックタイプの物）
※�当日午前７時の天気予報で、奈良県北部午前中の降水確率が５０％以上の時は中止します。
※雨天中止の場合は、１５日（水）に振り替えます。

　バドミントン・フリー教室は、指導者がつかない教室です。バドミ
ントンを通してご家族や地域の方々との交流を図り、気軽に身体を動
かしてもらうための場です。公民館ホールに簡易ネットを張り、交代
し合ってバドミントンを楽しんでもらいます。ラケットも用意してい
ますので、お気軽にお申し込みください。

４月２５日（土）　１０時～正午　中央公民館ホール
【参 加 費】　会員：１００円　非会員：５００円

【申し込み】　�４月２３日（木）までにお電話または右記申込フォームから 
必ずお申し込みください。

　　※申込人数によっては、中止または場所の変更を行うこともあります。

【申し込み・問い合わせ】ＮＰＯ法人楽スポあすか　☎５４－２８１０（平日９時～１７時）

奈
良
県
警
察
官
募
集

【
区
分
・
受
験
資
格
】

①
Ａ
男
性
・
女
性
（
Ｓ
Ｐ
Ｉ
）

②
Ａ
男
性
・
女
性

〈
年
齢
〉�

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

〈
学
歴
〉�

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し

た
方
ま
た
は
令
和
９
年
３
月

末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
の
方

③
武
道
Ａ
（
性
別
不
問
）

〈
年
齢
〉�

平
成
13
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

〈
資
格
〉�

柔
道
二
段
以
上
ま
た
は
剣
道

三
段
以
上
を
有
す
る
方

【
第
１
次
試
験
日
（
教
養
試
験
等
）】

①�

４
月
25
日（
土
）～
５
月
10
日（
日
）の

う
ち
受
験
者
が
選
択
す
る
日

②
③
５
月
10
日（
日
）

【
申
し
込
み
】

　

４
月
14
日（
火
）ま
で

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
み

【
問
い
合
わ
せ
】

　
奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課

　
☎
０
７
４
２
‒
２
３
‒
０
１
１
０

▲県警 HP

▲申込フォーム

こんにちは
「楽

たの
スポ あすか」からのお知らせです！

募　集
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男
2,399人（－2）

女
2,584人（－4）

令和８年度　納期限

軽自動車税	 第１期

令和８年４月30日（木）

　議会懇談は毎月第３火曜日
に行っていますので、お気軽
にご来庁ください。

問い合わせ 役場議会事務局
電話　54ｰ2107令和8年3月1日現在　（　）は前月比

合　計
4,983人（－6）

世帯数
2,197世帯（±0）

内容 日（曜日）・時間 場所 相談内容 相談員 問い合わせ

人権相談 第２木曜日
１３時～１５時 中央公民館

いじめ、体罰、差別や嫌がら
せなどによる人権侵害につい
ての相談

人権擁護
委員

くらし窓口課
☎５４―２２８２

行政相談 第３木曜日
１３時～１５時 中央公民館

年金、登記、窓口サービスな
ど国や県、村の行政に対する
意見や提案などを随時お受け
します。

行政相談
委員

総務財政課
☎５４―２００１

消費生活
相談

毎週水曜日
（祝日を除く）
１３時～１６時

明日香村役場
１階相談室中

納得できない商品、不本意な
契約、訪問販売や電話勧誘な
ど消費生活に関する相談を専
門の相談員がお受けします。

消費生活
相談員

くらし窓口課
☎５４―２２８２
電話相談時は
「消費生活相談希望」
とお伝えください。

心配ごと
相談

第３水曜日
１３時～１５時

健康
こども福祉課
窓口

職業、健康、教育、結婚など
人にはいえない心配ごとや悩
み事の相談
※前日までに要予約

保健師　等 健康こども福祉課
☎５４―５５５０

ひきこもり
相談

（出張相談会）
４月１０日（金）
１０時～１６時

奈良県
橿原総合庁舎

ひきこもりでお悩みの方やご
家族からの相談（最長５０分）
※要予約

臨床心理士
等

奈良県
ひきこもり相談窓口
☎０７４２―
　２７―８１３０

教育相談
毎週火曜日
（祝日を除く）
１０時～
１７時１５分

明日香村役場
１階ミーティング
ルーム１

子育てや家族のことについて、
またお子さんのことについて
子どもを育てていく上での悩
みや不安などを相談
※相談日前日までに要予約

臨床心理士 教育推進課
☎５４―３６３７

法律相談

第２・３・５
水曜日

１３時～１６時

橿原市観光交流
センター４階
（大和八木駅前）

金銭関係（交通事故等）、不動
産関係（登記等）、家庭関係（遺
産相続等）などの相談
※２週間前に事前予約必要

弁護士

中南和
法律相談センター
（奈良弁護士会）
☎０７４２―
　２２―２０３５

第１・３・５
火曜日

１３時～１６時
桜井市役所
１階

ひとり親
家庭等相談

（出張相談会）
第３火曜日
１０時～１６時

かしはら
ナビプラザ４階
市民相談広場受付

ひとり親・ひとり親になる方
の就労・自立への相談
（１人６０分程度）
※要予約

ひとり親
コンシェルジュ

奈良県
スマイルセンター
☎０７４２―
　２４―７６２４

養育費等
相談

４月１６日（木）
１３時３０分～
１６時３０分

県民くらし相談
センター

（高天ビル６階）

養育費や親子交流などの問題
についての相談
※要予約

元家庭裁判所
調査官

奈良県
スマイルセンター
☎０７４２―
　２４―７６２４

弁護士相談
４月２５日（土）
１３時３０分～
１６時３０分

県民くらし相談
センター

（高天ビル６階）

養育費確保や財産分与、親権
などの問題についての相談
※要予約

弁護士
奈良県

スマイルセンター
☎０７４２―
　２４―７６２４

「飛鳥・藤原」を世界遺産に！
広
報　
あ
す
か　

 

第
６
９
７
号

明日香村では、関係団体等のご協力により各種相談窓口を設置しています。
お気軽にご相談ください。４月の相談日

村民の声を村政に!!村民の声を村政に!!村 の 人 口
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